
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和3年度 滋賀県がん診療連携協議会 がん登録推進部会 

開 催 期 間 令和4年2月7日（月）～2月14日（月）  

開 催 方 法 電子メールによる意見交換 

委 員 【委員】 

滋賀県立総合病院       山本 秀和  （部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  稲富 理 

滋賀医科大学医学部附属病院  入山 侑香 

大津赤十字病院        石戸谷 哲 

大津赤十字病院        森  明子 

公立甲賀病院         八木 勇紀 

公立甲賀病院         柏本 弘美 

彦根市立病院         龍見 謙太郎 

彦根市立病院         志井 千明 

市立長浜病院         西田 淳史 

市立長浜病院         神部 百合子 

高島市民病院         武田 佳久 

高島市民病院         大橋 信也 

市立大津市民病院       戸田 省吾 

市立大津市民病院       寺田 貴子 

淡海医療センター       伊藤 良治 

淡海医療センター       福山 歩美 

済生会滋賀県病院       片山 政伸 

済生会滋賀県病院       福森 亮介 

近江八幡市立総合医療センター 門谷 弥生 

近江八幡市立総合医療センター 大西 真 

長浜赤十字病院        丹後 泰久 

長浜赤十字病院        長  順子 

東近江総合医療センター    太田 裕之 

東近江総合医療センター    太田 悦子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 柳田 英代 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

滋賀県立総合病院       木村 和真 

【事務局】 

滋賀県立総合病院       柳  香里 

滋賀県立総合病院       米澤 寿裕 

（敬称略） 

議 事 概 要 1. 全国集計提出後データ集計 

全国集計後提出後データ2012年から2020年の年別、医療機関別、病期別、治療別の集計

を行った。2020年のみ登録件数と初回治療の件数、診断のみとその他は合算した件数、

初回治療終了後の件数の内訳も集計した。また、2020年症例については部位別、施設別

の手術療法別のがん登録件数、そして原発部位の構成比の集計も行った。 

 

【審議事項】 

2. 令和3年度アクションプラン評価 

令和3年度のアクションプラン評価について、令和3年度の実施計画にある部会はメール

意見交換で開催することができた。また実務者研修会は集合研修から資料配付という形



 

に変更し開催することができた。10月の実務研修会は院内がん登録実務者認定試験更新

対策を対象者と開催した。1月の研修会は中止。 

2020年診断全国集計データ提出はすべて計画通りできた。 

データ活用についても各施設年報の統計や、ホームページに掲載など行えている。以上

のことから最終評価は｢A｣と決定した。 

アクションプランは6年計画であるため、次年度も引き続きとする。 

 

3. その他 

次年度の部会、実務者研修会とも2回で計画している。部会は来年度もメール会議とさ

せていただき、今年度と同じ日程の7月、2月で計画している。 

実務研修会は集合研修で計画し、感染状況によっては変更になる可能性もある。 

 

データの利用について、患者としては気になるところである。各病院のHPを見て、内容

は様々だった。なかでも済生会滋賀県病院は見やすくわかりやすかった。（滋賀県がん

患者団体連絡協議会） 

 

資料①－2「2020年部位別_施設別_手術療法別_がん登録件数（自施設初回治療のみ）」に

ついて、当院では「730 外科的・鏡視下的・内視鏡的治療の範囲」を登録する際、断端

陰性の場合「1腫瘍遺残なし」、断端陽性の場合または転移巣は手術対象でなく体内に残

存している場合「2腫瘍遺残あり」、断端不明または熱変性等で断端の評価困難な場合は

臨床医の判断により「1腫瘍遺残なし」「2腫瘍遺残あり」のどちらかに振り分けて登録し

ている。他の施設はどのように登録しているか、また当院の登録方法は適切か意見をい

ただきたい。（滋賀医科大学医学部附属病院） 

 

 

  

以上のとおり報告します。                          令和4年2月22日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

がん登録推進部会 部会長 山本 秀和 


